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紙面リニューアル

（
第
一
部
）

●
開
催
日
時

四
月
二
十
日(

日)

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分

●
会
場

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
会
費

五
百
円

●
参
加
者
数

三
名
（第
一
部
の
み
参
加
一
名
）

【
勉
強
会
】テ
ー
マ
：
「
保
守
政
党
に
つ
い
て
考
え
る
」

講
師
：加
藤
貴
之

左
翼
政
党
や
某
宗
教
団
体
が
実
質
的
に
運
営
し
て
い
る

政
党
に
は
あ
っ
て
自
民
党
以
外
の
保
守
政
党
に
足
り
な

か
っ
た
物
の
ひ
と
つ
に
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
の
有
無
が
あ
り
ま
す
。
各
地
域
に
保

守
派
を
広
げ
て
い
く
意
味
で
私
た
ち
名
古
屋
東
部
支
部

で
も
そ
の
足
り
な
い
部
分
を
少
し
で
も
補
完
で
き
る
存

在
に
な
れ
な
い
か
と
考
え
、
今
後
の
運
営
方
法
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

（
第
二
部
）

●
開
催
日
時

同
日

午
後
二
時
～
四
時

●
場
所

昭
和
区

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地

●
会
費

無
料

●
参
加
者
数

三
名
（
第
二
部
の
み
参
加
一
名
）

【
街

宣
】あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
チ
ラ
シ
等
を
配
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

自
主
憲
法
制
定
の
必
要
性
を
し
っ
か
り
と
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
守
系
の
団

体
に
所
属
さ
れ
て
い
る
方
々
が
挨
拶
に
来
て
下
さ
り
、
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
来
る
べ
き
衆
参
同
時
選
挙
、
国
民
投
票
そ
し
て
憲
法
改
正
へ
向
け
て
機
運
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
今
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
訴
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

≪
名
古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街
宣
活
動
に
て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ー
ル
：kake

h
ashi_kato

u
@
h
o
tm
ail.c
o
.jp

加
藤
貴
之
宛
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す≫

（
文
責
・
日
本
会
議

名
古
屋
東
部
支
部

事
務
局
長

加
藤
貴
之
）

報
告
・
名
古
屋
東
部
支
部

第
七
回
勉
強
会
、
街
宣
実
施
！

去
る
五
月
三
日
、
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
に
お
い
て
、
第
十
回
愛
知
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
と
し
て
松
島
悠
佐
（
ま
つ
し
ま

ゆ
う
す
け
）
元
陸
将
を
お
招
き
し
、

「
憲
法
を
改
正
し
て
自
衛
隊
を
国
防
軍
へ
」と
の
題
で
お
話
い
た
だ
き
、
百
二
十
人
を
超
え
る

多
数
の
来
場
者
の
中
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
司
会
を
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
前
夜
眠
れ
な
い
ほ
ど
緊
張
し
ま
し
た
が
、
愛

知
県
本
部
役
員
や
実
行
委
員
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感

謝
の
至
り
で
す
。
講
演
者
の
松
島
悠
佐
先
生
は
、
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
。
防
衛
大
学
校
を
第
５

期
生
と
し
て
ご
卒
業
後
、
西
ド
イ
ツ
防
衛
駐
在
官
、
第
八
師
団
長
、
中
部
方
面
総
監
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
在
任
中
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
災
害
派
遣
指
揮
官
を
務
め
ら
れ
、

昼
夜
を
徹
し
ご
活
躍
に
な
り
、
多
く
の
国
民
の
命
を
救
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
七
年
に
陸
将
で
ご

勇
退
の
後
は
、
軍
事
評
論
家
と
し
て
日
本
の
防
衛
に
つ
い
て
解
説
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
「

日
本

文
化
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
」に
は
何
回
も
出
演
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
に
通
じ
た
人
の
中
で
は
知
ら
な
い

者
が
い
な
い
く
ら
い
有
名
な
方
で
す
。

今
回
の
講
演
の
題
で
あ
る

「
憲
法
改
正
」は
日
本
会
議
が
目
標
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
社
会

で
高
い
関
心
の
あ
る
内
容
で
も
あ
り
ま
す
。
松
島
先
生
の
話
に
よ
る
と
、
現
在
の
自
衛
隊
は
実

質
的
に
は
軍
隊
で
あ
る
が
、
法
律
が
実
態
に
即
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
衛
隊
が
名
実

と
も
に
軍
隊
と
な
る
に
は
憲
法
九
条
を
改
正
し
、
国
防
軍
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
憲
法
に
非
常
事
態
条
項
を
設
け
、
国
家
の
非
常
事
態
に
は
国
防

軍
が
活
動
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
の
場
面
で
は

「
自
衛
隊
の
方
々
は
ど
の
よ
う
な
方
で
す
か
？
」と
い
う
質
問
に
笑
顔
で
応
じ
ら
れ
、
「
と
て

も
純
朴
な
者
ば
か
り
だ
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
が
講
演
を
拝
聴
し
て
も
っ
と
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は

「
上
官
が
腹
を
く
く
ら
ね
ば
、
部

下
は
動
き
ま
せ
ん
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。

上
層
部
が
命
令
を
下
し
て
も
、
末
端
ま
で
届

報

告

・
第

十

回

愛

知

憲

法

フ
ォ
ー

ラ

ム

開

催

！

か
な
い
と
。
現
場
の
組
織
と
い
う
の
は
、
血
の
結
束
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で
す
。
松
島
先
生

は
「
自
衛
隊
に
お
い
て
、
日
常
は
非
日
常
で
あ
り
、
非
常
が
日
常
な
の
で
あ
る
」と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
組
織
環
境
で
職
務
と
責
任
を
遂
行
し
て
い
く
に
は
、
人
の
結
束
が
必
要
な

の
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

※

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
が
入
っ
た
こ
と
を
追
記
し
て
お
き
ま
す
。
昨
年
の
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
憲
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
、
報

道
各
社
も
動
き
出
し
た
よ
う
で
す
。

（
取
材
に
訪
れ
た
マ
ス
コ
ミ
）中
日
新
聞
社
・毎
日
新
聞
社
・中
京
テ
レ
ビ

（
文
責
・
日
本
会
議
春
日
井
支
部

事
務
局
長

子
安
博
明
）

朗読劇「憲法改正」

決議文採択

あ
い
ち
通
信

松島悠佐先生

第
五
十
八
号



【
六
月
の
行
事
】

●
名
古
屋
東
部
支
部

第
十
回

定
例
会

開
催
日
・
六
月
二
十
一
日
（
日
）

（
第
一
部
）【
勉
強
会
】

テ
ー
マ
「
保
守
政
党
に
つ
い
て

考
え
るV

O
L
.

３
」

座
長
・
東
部
支
部
事
務
局
長

加
藤
貴
之

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
五
分

参
加
費
・
五
百
円

場
所
・
野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー

二
階

第
三
会
議
室

（
第
二
部
）【
街

宣
】

テ
ー
マ
「
自
主
憲
法
制
定
」

午
後
二
時

～

午
後
四
時

参
加
費
・
無
料

場
所
・
御
器
所
交
差
点
南
西
角
地

※

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
市
天
白
区
野
並
２-
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１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・０
５
２-

８
９
５-
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●愛知県護国神社清掃奉仕予定

６月１日（日）午前７時開始、８時終了。その後、希望者は９時より
護国神社月次祭に参加いただけます。
引き続き７月６日、８月３日いずれも午前７時開始を予定。
軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の木枠拭きをしま
すので雑巾をご持参下さい。大雨は中止になりますが疑わしい天
気の場合には、場場責任者の服部宛、電話 (090-6466-1592)を
下さい。
★５月４日は、十五名の方にご参加いただきました。また、４名の
方に初参加していただきました。

●「日本の息吹」を引続きご購読くださるようお願いいたします。

平成二十六年六月

【愛知県内15の選挙区に日本会議の支部を設立します！】
１区 名古屋市東区、名古屋市北区、名古屋市西区、

名古屋市中区
２区 名古屋市千種区、名古屋市守山区、名古屋市名東区
３区 名古屋市昭和区、名古屋市緑区、名古屋市天白区
４区 名古屋市瑞穂区、名古屋市熱田区、名古屋市港区、

名古屋市南区
５区 名古屋市中村区、名古屋市中川区、清須市、

北名古屋市、西春日井郡豊山町
６区 春日井市、犬山市、小牧市
７区 瀬戸市、大府市、尾張旭市、豊明市、日進市、長久手市、

愛知郡東郷町
８区 半田市、常滑市、東海市、知多市、

知多郡阿久比町、知多郡東浦町、知多郡南知多町、
知多郡美浜町、知多郡武豊町

９区 一宮市（旧尾西市）、津島市、稲沢市、愛西市、
弥富市、あま市、海部郡大治町、海部郡蟹江町、
海部郡飛島村

１０区 一宮市（第９区に属しない区域）、江南市、 岩倉市、
丹羽郡大口町、丹羽郡扶桑町

１１区 豊田市（第１４区に属しない区域）、みよし市
１２区 岡崎市、西尾市、額田郡幸田町
１３区 碧南市、刈谷市、安城市、知立市、高浜市
１４区 豊川市、豊田市（旧稲武町）、蒲郡市、新城市、

北設楽郡設楽町、北設楽郡東栄町、
北設楽郡豊根村

１５区 豊橋市、田原市

いつも「日本の息吹」をご講読頂きありがとうございます。 この度、愛知県内を概ね小選挙区に分けて、座談会形式の

集いを開催することとなりました。日本会議の理念や行動目標を詳しくご説明し、さらに皆様のご意見をたっぷりと拝聴
する時間を設けております。会員、非会員、お住まいの地域を問わず、どなたでも御参加頂けます。

小選挙区 地 域 日 時 会場名 住 所 備 考

１１区
豊田、
みよし地区

５月１１日日曜
午後１時開会、
２時５０分閉会

豊田市生涯学習センター
崇化館（そうかかん）
交流館 第２研修室

豊田市昭和町２-４６
TEL:0565-33-0750

名鉄三河線-豊田駅
徒歩10分
駐車場有 会費無料

７区
瀬戸、大府、尾張旭、
豊明、日進、長久手、
愛知郡

５月２５日日曜
午後１時３０分開会
午後３時３0分閉会

パルティせと
４階 第２会議室

瀬戸市栄町４５
TEL:0565-33-0750

名鉄瀬戸線・尾張瀬戸
駅の東隣りのビル
駐車場有 会費無料

９区
津島、稲沢、愛西、
弥富、一宮、あま、
海部郡

６月８日日曜
午後１時３０分開会
午後３時３０分閉会

津島市文化会館
２階 会議室

津島市津島市藤浪町
３丁目８９−１０
TEL:0567-24-1122

津島駅徒歩６分
駐車場有 会費無料

２区
千種区、守山区、
名東区

７月１日火曜
午後６時３０分開会
午後７時３０分閉会

メルパルク名古屋
４階 錦の間

名古屋市東区葵
３丁目１６-１６
TEL:052-937-3535

支部発会式を行います。
会費５００円


